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通称名 車両型式 エンジン型式 適用時期 出典資料
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EXD77 No.302-397 
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1 概要(図1-1) 

ポス ト新長期規制に対応するため，6UZl型エンジンの排111ガス後処理装置に尿素SCR(Selectivc・

Catalytic . Reduction)システムを保川した。

尿素SCl(システムは排出ガスに含まれるNOxを.還元反泌によって無害な室素とぷに分解する装世である。

ドージング ・コ ントロール ・ユニッ ト(DCU)が， ECMからの情報や名積センサの入力値により尿素SCR

システムの制御!を行いNOxのf氏:1，峨を阿っている。
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図Iー1 概要
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1 ) システム原理(図 1-2) 

].;，ージング ・モジュールよりna射された尿素水((KH2)2CO+ H20)は排気ガスの熱で加A<.分解され，アンモ

ニア(NIl3)が生成される。

窒素酸化物(NOx)は.生成されたアンモニア(NIb)とSCR触媒で泣元反応し窒素(N2)と水(1&0)に分解

される。

余剰アンモニア(4NIL)は，酸化触媒(アンモニア ・スリップ用)で賓索(2)12)と木 (6H~O ) に分解される。
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図1-2 システム原理

R -



2 構造・機能

1 ) 構成部品の構造・機能

(1) ドージング・コントロール・ユニット (DCU)(図 1-3) 

DCじは各センサやECMからの情報を得て，各情報をモニタしたあli栄により， 目標尿紫水噴射景の計算;を

千tっているG またncuはシステムの診断機能も令-しており，システム 上の問題を検出すると尿素水噴射提
常警告主jを介してドライパに警告すると共に.nTC(診断トラブJレ・コー ド)をセッ卜する。

(DCU) 

図1-3 ドージング・コントロール・ユニット(DCU)
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(イ)概略回路図(図1-4) 

DCU 

NO"センサ

皇自814

殿様センサl

一白

排気ガス温度センサ311 . 

CAN'H，g)、 Bl1 

CAN-Lowl B12 

対刷
A34 

A:86ピン
B: 53ピン

IG'SW 
852ドーーー

86 

Bl 

+8 

A32 
VaJve H;gh 

A12 
V副veLow 

A8 
VaJve SLJloly 

A8S1 GND 

A24 
Mot町・control

A86 
Valve soppty 

A6s1 Valve c町、廿01

A18 

A 191 Sensor 

A 171 Sjgnal 

図 1-4 概略回路図
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(2) 原素水サプライ・モジュール(図 I-5) 

尿素水サプライ・モジ斗ールはSじ!t触媒前の排気ガス温度が・定舶に達すると尿素水ポンプを作動させ，

尿素水を約 900kPa まで加j上しドージング・モジュー Jレヘj上j~する。また DCU は尿素ポサプラ イ・モジュー

ル内のほ素氷j上)Jセンサの航から，)1](素水JI)Jを約900kPaに制御しているc

エンジンを停止すると，リ パーテイ ング・パルプを切り梓えた後に尿素水ポンプを作動させて， ドージン

グ ・モジ".:J.-jレ.尿素水配管及び尿素水サプライ ・モジュール内の尿素水を尿素水タンクに灰し凍結によ

るドージング ・モジ、ュ-)レなどの破損を防j卜する。

また尿哀水サプライ・モジューjレ内にはサプライ・ モジューJレ弘度センサが内蔵されており i令同時には尿

素/J<.サプライ ・モジュール内にエンジン ・クーラントを術環させて尿素水の解凍及び保温を行い，凍結を防

止する ヒータ・コントロールも行っているり

冷却水用コネクタ

空気孔

図 1-5 尿素水サプライ・モジュール

(3) ドージング・モジ‘ユール(図 1-6) 

サプライ ・モジ、ユーJレによ って加J.f.された尿素水を DCUの制御によってイ ンジ斗クタで排気管内に噴射

するのまたインジュムクタの冷却のため. ドージング・ モジューJレ内に工ンジン ・クーラントを循環させてい

るの

ハウジンク.

図1-6 ドージング・モジュール
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(4) 尿素センサ(図 1-7) 

尿素センサは，尿素水タンク|勾に取り付けられており.

尿素水j昆度センサ.尿素水レベル・センサ，尿素ノk品質

センサから構成されている。それぞれのセンサが尿素ぷ

の情報を， CAN通信をJIJいてDCLiに送信する。

ν礼
図1-7 尿素センサ

(イ)尿素水温度センサ

尿素水温度センサは.サーミスタによるitll"度検知五式によって温度変化を検出している、，抗抗怖は尿素水の

温度が高いと小さく，低いと大きくなる。 DCUは尿素水温度センサの信号をもとに.尿素水の解凍制御及

び、保温市lJ御をqJう。

(同尿素水レベル・センサ

尿素水レベル・センサは.フロートとパイプで構成されているω フロート内部には磁石が入っており.パイ

プ内部には，それぞれにリード・スイッチが組み込まれた異なる抵抗怖の幽路が入っている。尿素ノ1，の水I~i

位置に同調してフロートが上下することでリード・スイッチが総力を受けてONになり、そのときの抵抗値

により水位を検知するじ DCUは尿素水レベル・センサの信号をもとにして，尿素水残以;警告やエンジン舟

始動禁11"0警告の必要性を判定するc

判尿素水品質センサ(図 1-8) 

尿素水品質センザは.尿素水中に趨膏波を流し.その送受信時間を測定することで.尿素1.Kの濃度を測定す

るの ncuは尿素水1fr'1~センサの信サをもとにして.尿素;J(品質異常苦手告やエンジン再始動禁止警告の必要

性を判定する。

図1-8 尿素水品質センザ
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(5) NOxセンサ(図 1-9) 

NOxセンサはSCRフロント ・チャンパに取り付けられており.SCR触媒前の排気ガス'11のNOx濃度を測

定している。NOxセンサの信号は. CAN 同路を用いて DCU ~こ送信されるo DCUはNOxセンサからの信号

をもとに.必要な尿京水噴射景を計算するの

韮崎 三ヨ恒一

図1-9 NOxセンサ

(6J 排気ガス温度センサ3(図1-10) 

排気ガス温度センサ 3 は • iMi侃抵抗体による温度検長11方式によって渦度変化を検山している。抵抗伯は排気

ガスの温度が尚.いと大きく， 低いと小さくなるo SCR触媒の入門に取り付けられており.SCR触媒前の排

気ガス温度を測定している。1)Cじは排気ガス温度センサからの信号をもとに.スタート・アップ制御や

DrD協調制御の必要件.を判定する。

図1-10 排気ガス温度センサ

(7) クーラント・コントロール・バルブ(図1-11) 

クーラント・コントロール ・バルブはDCUからの信号により開閉制御されており.尿素水の解凍及び保温

のために.原素:水タンク及びサプライ・モジコ.ール内にエンジン ・クーラ ントを私自蹴させているのなお ドー

ジング ・モジューJレ内のインジェクタを冷却しているエンジン ・クーラン卜はクーラント ・コン トロール・

ノ苛ルプ手前で分岐しており，クーラント ・コ ントロール ・パルプは経由していない。

図1-11 クーラント・コントロール・バルブ
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(8) 尿素水タンク(図 1-12) 

尿#水タンクは特殊な樹脂製で軒jiltかっ丈夫に作られて

いるつ内部には尿素センサが取り付けられている。版嘉

水タンク外部には満水レベルを確認するための透明なレ

ベル・ゲージが取り付けられているの

2) 配管図(図1-13) 
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図1-12 尿素水タンク
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図 1-13 配管図
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3) 制 f却

(1) ヒータ・コントロール(図 I-14) 

スタータ・スイッチをO河にすると. ドージング・コントロール・ユニット (DCU)はヒータ・コントロー

ルの必要性を判定するの DC1.Jは尿素水温度センサ，サプライ・モジ‘ュール温度センサ. IATセンサ(外気温

度)の折号が規定値以下の場合. DCUが解凍制御又は保温制御の必要性を判定し制御を実施する。

NH，ストレージ制御

刀伊三~NH，^t-v-
。pot品開制御1

図 1-14 ヒータ・コントロール

(イ)解凍制御(図 1-15) 

DCUは.尿京水温度センサ サプライ・モジュール温度センサ.TATセンサ(外気温度)の信日のどれか一

つでも規定値以|、ーの場合，尿素水を解凍する必安があると判定しクーラント・コントロール・パルプを闘

き尿素水タンク及び尿素水サプライ・モジュール内へのエンジン・クーラント術環を開始するの尿素水温度

センサ，サプライ・モジュールIR度センザ， IATセンサ(外気温度)の信号すべてが腕定値を起えると.クー

ラント・コントロール・パルプを閉じて僻凍制1ftllは終fするロ解凍制御終 f後.尿素ノ1(温度センサ.えはサ

プライ・モジュール出皮センサの信号が規定値以ドになった場合は 再度解凍制御を開始するの

但) 保温制御(図 1-15) 

解凍制御開始後一定時間を経過し尿素水楓度センサと lA'l、センサ(外気温度)が規定値以下の場合，クー

ラント・コントロール・バルブを閃いたまま保組制移11に移行するυ
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図1-15 解凍制御・保温制御
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(2) スター卜・アップ制御(図 1-16) 

DClJは，ヒータ・コントロールの併凍制御が先((解凍制御が必要でないと判定した場合も含む)し SCR

触媒Jilt度が規定伯以上/えびエンジン稼動状態であれば.尿素水サプライ・モジューjレとドージング・モ

ジュール聞の配智に尿素水を満たし.尿素水圧力を約900kPaまで加圧する、加圧後は尿素水サプライ・モ

ジュールに内j哉された尿素水圧力センサの値をもとに約900kPaを維持するの

計算による
ドージング・ヨントロール

NOxセンサ制御

イァフタ刈御山主1.1蹴抑システムシャットオフ|

図1-16 スター卜・アップ制御

lイ) 尿素水充てん(図 1-17) 

._‘ー

リパーティング・パルプ

尿素*サプライ・モジュール

図1-17 尿署長水充てん

(同原素水加圧(図 1-18) 

._ 
4- -・-

S書家7)<サプライ・モジュール

図1-18 原泰水加E
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(3) NOxセンサ制御(図 I-19) 

DCUはエンジン始動後，排気管内のJK分蒸発までの間.ミJOxセンサの保護のためにNOxセンサ制御を行う。

その聞のドージング ・コントロ}ルは.RCM情報から計算によって行われる。

スタータ・スイッチを01¥にすると.まずDCUはlATセンサの情報から水分蒸発に必裂な熱弘を算出するu

その後.排気ガス jJ14度と排気ガス討~1lから与~I際に発生 した熱量を割 り出 し.それが本分蒸発に必要と鉱山 さ

れた熱景を魁えると. NOxセンサ制御は完了となる。 また同時に. NOxセンサは測定を閥始し)l()xセンサ

測定値によるドージング ・コントロールへと移行する弐

制御禿71_ー ι

r--ー圃・・圃園田圃量

~ψサ叡IllIl トl
ιーーーーー同園圃J ぞ宣う INH，ストレ→畑

NOxセンサによる
ドージング・コントロール

図1-19 NOxセンサ制御

(4) ドージング・コントロール(図1-20) 

DPD協潟制御

DCUは.最適な尿素水噴射尽を計算しドージング ・モジューJレに指不するc，尿素水l噴射世の計算)3u、はTド
両の状態によ り.ECM情報からの計算によるものと NO叉センサ測定制によ るものとの2積類があるの

F 圃圃圃圃圃圃園田園園田・.
• ~ NHsストレ申ジ錫ilJ

ALートア叩P75グコントロールぱ
i i i1 0閉山

一日石市 ) .:_l!til盟主工パωJ
; l¥.2旦_../!JNH，ストレージ制御|

スタータ・スイ ッチl E同志石ヲ百三吉一一下/: -
O;F I ! IドージングコントロールJ""--..I4 u_.__~__ I 

ー1 DPDlGfm制御 l 

-ゼ三ヨ}開Li鯨…テム山トコ------..._-_.
図 I-20 ドージンタ・コントロール

(イ)計算によるドージング・コントロール

.NOxセンサ制御が完了するまではNOxセンサ測定怖からの尿素水明射fZ;計算ができないため.DCUは

ECM情報(エンジン凶転速度. 燃料叫射主主.エンジン ・クーラント温度.排気ガス流量)から尿素水噴射最

を決定するυ

(ロ) NOxセンサ情報によるドージング・コントロール

DCUは. ~Oxセンサ測定値から尿会水H員射量を計算後. SCl~触媒前温度と ECM情報などの情報をもとに

- 17 
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補在して‘ 尿素水11ft射景を決定するυ

(5) NH3ストレージ制御(図1-21) 

DCUは.白身で計算した原案水噴射量(ECM情報によるドージング・コントロール.NOxセンサによる

ドージング・コントロール)をもとに.SCI(触媒IAJの:.lH:!1肢j蔵量を加味して.尿素水噴射用を決定する。

そのためNOx濃度に比例して尿素水噴射最が増減しない場合もあるc

lar-アップトイ??Fグコントロール
OPD協制御l御

00)(センサ紛包

図1-21 NH3ストレージ制御

(6) DPD協調制御(図1-22) 

DCUは.DPD自動再生qlに発生するアンモニア・スリップ現象高を防止するため.SCR触媒内のNH3吸j南

iE:が規定値以上の場合.ECMに対しDPD自動再生開始を遅延する市Ij御及び尿素水噴射停止制御を実施する。

ただしDPD手動再生時はDPDの保護を優先するためにDPD協調制御は実施しないc

DCUは.ECMのDPD自動再生要求が発生すると.積算尿素水噴射量(NH3.最)とNOxセンサ情報からSCR

触牒l勾のNH31，民戯量を算出し. ECMへDPD 向 到~:j!j.tt.nJ石信号を送信するυ

※:アンモニア ・スリップ現象とは アンモニアがアンモニア・スリ ップ触牒で浄化されずに排州され、車両周抑|

にアンモニア央を引き起こす現象のこと。

計算による
ドージング・コントロール 、¥デ圃圃圃圃同園田屯

一一「一一-11D叫伽jω1:

一
御
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図1-22 DPD協調制御
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(イ) DPD自動再生不可の場合(図1-23) 

SCR触媒内のNlhl脱蔵量が規定値以上の場合，DCUは，尿素水噴射を停止し， ECMに対しDPD自動再生

禁止信号を送信する。

SCR触媒l勾の:iH3吸1哉宗:が規定値以下になると， ECMへDPD向動再生計nJ信ーせを送析するυ

(口1) DPD自動再生可能の場合(図1-23) 

SCl{触媒内の NH~吸~量が規定例以 Fの場合， DCUは， EC:vrへDPD向動再生許nj'信社を送信するc

函1-23 DPD再生

(7) アフタ・ラン制御(図 1-24， 25) 

エンジンを停止すると， DCUは尿素水サプライ・モジュールに尿素水への加J_(停止を指示する。続いて尿

素水凍結防止のためサプライ・ポンプ内のリパーティング ・パルプをONに切り替え. ドージング ・モ

ジュール， 尿素水サプライ・ モジ‘ューJレ及び両者間の配管に充てんされている尿素A<を尿素水タンクに戻すの

エンジン停止後.尿素水タンクやサプライ・モジュールから作動むが聞こえるが，尿素水がすべてタンクに

氏る(約2分)と作動白は停l卜.する。最後にリパーティング・パルプを OFFに切り替え，DCUをシャット・

ダウンするυ

NHlストレージ制御

OPO協調靭御

NOxセンサ制御

図 I-24 アフタ・ラン制御(1)
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... 

リパーテイング・パルプ

尿~水サプライ・モジュール
尿;il!水圧力センサ

図1-25 アフタ・ラン制御(2)

(8) エンジン再始動禁止制御

l示素水補給警告又は尿素水品質見常警告による異常状態の警告喚起(第一段階)から約300km走行すると，

DCUは警告(第 i段階)としてエンジン再始動禁止制御へ移行するυ

この制御は排気ガス脆制適合のために，凶土交通省の尿素SCltシステムの技術指針に基づいている

4) 警告表示

(1) 尿素水補給警告

(イ) 残量レベル(図 1-26) 

尿素水タンク1)'.1の尿素水残市:は， >>1<'素水タンクに取~)付

けられた尿素水レベル・センサより送られてきた信号に

よって，成語;レベルを5段階に分けてメータに表示させ

るの

メータの指針は尿素水残量に合わせて目盛りの位置でし

か衣示しない。

(口) 尿素水補給警告(図1-27) 

メータ内の残景レベルがi段階になると， ドージング・

コントロール・ユニット(DCU)は瓦CMを通じてマル

チ・ディスプレイに尿素水補給警告をぷポさせ.同H引こ

メータ・パネルに尿素水補給警t.uを点灯させてドライ
パに普告するο

このdi.示が点灯した場合，尿素lKを5L以 k補給すると
これらの警背は消灯する

このとき，尿$水を5L以上補給しないとDC仁は尿素水

が補給されたことを認識できないc

補給後は必ずマjレチ・ディスプレイl人jの尿素水補給響告

及びメータ・パネル内の尿素水補給警告幻が消灯してい

るかを確認することc
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図1-26 残霊レベル

尿;<<7J<舗給警警告灯

図1-27 原繁水補給警告
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(I~ 尿素水補給警告によるエンジン再始動禁止制御(図 1-28) 

マルチ・ディスプレイに尿素水補給警告が表示され.

メータ・パネルに尿素水補給嘗告灯が点灯後目尿素水を

補給しないまま約300km(DCUが約300kmk行に相当

する尿素水を噴射したと判定したとき)定11・すると，

DCUはECMヘエンジン再始動禁止制御を要求するの

このとき. DCUはECMを通じてマルチ・ディスプレイ

に再始動禁止中警告と尿素水補給警告を交瓦に表示させ

ると同時に警報背をI!eり続けさせるりこれらのメッセ}

ジが表示されているとき再度エンジンを始動させるには，

尿素水を5L以上補給する必要があるのこのとき，尿素

水を5L以上補給しないと DCUは尿素水が補給されたこ

とを認識できないの

補給後はスタータ・スイッチを 01.¥にして.マルチ・

ディスプレイのぷポと密告刈が消灯し警報背が鳴りや

むかを確認すること。

(2) 原素水品質異常警告

(イ)原素水品質異常警告(図1-29) 

DCじは.尿素水タンクに取り付けられた尿素水品質セ

ンサより送られてきた信甘から尿素水品質に異常がない

かモニタしているυ

DCUは指定された尿素水以外のものの混入や，水など

で希釈されたと判定すると EC¥1を通じてマルチ・

ディスプレイに尿素水品質異常警告を表ポさせ. [1;)時に

メータ・パネルに尿素水品質異常警告灯及び、チェック・

エンジン警告灯を点灯させて. ドライパに警告するο

この表示が点灯した場合， DTC故障診断に治った処置

が必要となる。

図1-28 尿素水繍給警告によるエンジン
再始動禁止制御

図1-29 尿素水品質異常警告

伺)原素水品質異常警告によるエンジン再始動禁止制御(図 1-30) 

マルチ・ディスプレイに尿素水品質異常磐苫が表示され，

メータ・パネルに尿素水品11("崇常讐台灯とチェック・エ

ンジン警告灯が点灯後，尿素ノkを公-換しないまま 300

km(DCL'がECMから 300km走訂したと情報を受け

取ったとき)走行すると. DCUはEC¥tTにエンジン再始

動禁止制御を妥求するυ このとき. DCUはECMを通じ

てマルチ・ディスプレイに再始動禁止中警告と尿素水品

質異常警告を交互に表示させると同時に警報白を鳴り続

けさせる。これらのメッセージが表示されているとき舟

皮エンジンを始動させるには， DTC故障診断に沿った

処置が必要となるc
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図1-30 尿素水品質異常警告によるエンジン
再始動禁止制御



(3) 尿素水噴射異常警告(図 1-31) 

DじUは排気ガス性能に関係するDTCを検出した場合.

EC.Mを通じてマルチ・ ディスプレイに尿京水噴射異常

告書告をみポさせ，同時にメータ ・パネルに尿素;j，噴射典

常街告灯びチェック・ エンジン砦古灯を点灯させて、 ド

ライパに警告(第ー一段階)する。

k記の状態のまま3∞km;lよ行すると， EC:¥1は警告(第
二段階)として，警報白・を鳴り続けさせることで. ドラ

イパに警告を発するの

この表示が点灯した場合， DTじ故障診断に沿った処世

が必要となる。

(4) 再始動禁止中警告(図1-32) 

尿素水補給警告又は尿来水品質異常嘗告による異常状態の警告喚起(第一段階)から尿素水を補給しないまま

チzγ?エンジン
尿*水噴射異常~告灯 ~告灯

図1-31 尿索水噴射異常警告

約300km走行すると.DCCは若手告(第二段陪)としてエンジン再始動禁止制御へ移訂し，再始動禁l卜.中警告

をぷ示させるり

第
一
段
階

(異
常
状
態
の
警
告
喚
起
)

ー----
残塁聖書告 品質異常腎告 唄射興常警告

指定された尿素水以外のものがj昆

現象
尿3軽水E量産が1段階以下になると 入したと曹司P水などで希釈された 尿素SCRシステムのOTCが検出
原紫水残盆が少ないことを誉告 とOCUが判断すると尿素水品質 されたことを警告

が異常であることを警告

マルチ・ディスプレイ 国 囲 囲
警告灯 圃 圏 [9l 園固
警報音 なし なし なし

制限 なし なし なし

尿索水を5L以上補給
尿素氷の交換及び尿素水"Jンクの DTC故銭~断ステップに沿っ た
洗浄 修理

対処方法

ユーザで対応可
いす夕飯列会社もしくは整備エ場

いすポ販売会社へ入庫
へ入a

l…… 初司Wkm定 f1錫1¥敢

第
二
段
階

(警
告
)

マルチ・ディスプレイ |官卜交Z圃 l皇|τ圃
第ー段階と変わらず

警告灯 第一段階と変わらず 第一段階と変わらず

警報音 .ピ一一一
. 

‘ピー一一
. 

"ピ田ー-
. 

制限
一度工ンジンを停止すると再始動 -1#.エンジンを停止すると再鎗動

なし
できない できない

原索水を5L以上補給
尿素水の交習量及び尿泰水9ンクの DTC故隊E番目前ステップに沿った
洗浄 修理

対処方法

ユーザーで対応可
いす ぎ販売会社もしくは笠備工渇

いす ゾ販売会社へ入庫
へ入館

※:残重警告DCul;l.第一段階から300km相当走行分の尿素水噴射後.第二段階に移行するので.車型や使用状況により走行HI!総r:
異なる。

品質異常警告DCU(;I.第一段階から300km走行後，第二段階に移行するので.車型や使用状況によらず300km走行後となる。

図1-32 再始動禁止中警告
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3 点検・整備のポイント

1) 尿素水サプライ・モジュール・フィJレタ交換

(1)取り外し(図 1-33) 

くPスタータ ・スイ ッチをOI:rにし，サプライ・モジ二L-
ルの作動が停止するまで2分間以 k符ってから作業をh

つ。

くの尿家水サプライ・モジューJレの卜ーに受け皿を置きサプラ

イ ・モジュール・フ ィルタ ・カバーを取り外す。

l注震1.取り外し時札制くが漏れてくる場合があるのでi'1:
意する 0

・~.物を除去する ときは.きれいなイ]sでふき取る。

-以索水通路に異物が人り故障のl原閃となるため.エ

ア ・ブローは行わないじ

@フィ ルタ ・キ ッ ト を以索氷サプライ ・モジ~:1ールから取

り外すω

フィルタ・キット

サプライ・モジ.:1-)(，・
フィ)(，タ・カパー

(2) 取り付け 図1-33 尿素水サプライ・モジュール ・フィルタ交換

〈心フィ ルタ ・キ ットを尿素ノkサプライ ・モジ.二Lールに取り付・けるc

l注意1交換の際は必ずフィ ルタ ・キットを交換する。
〈診サプライ・モジュール ・フィルタ ・カバーを尿素水サプライ ・モジュー1レに取り付ける。

締め付けトルク:20X.m 12kgf. ml 

2) 整備上の注意点

{1} 尿素SCRシステムについて

-尿素SCRシステムはス タータ ・スイッチを O1'Pにした後も約2分間は作動を続けるため，整備作業はス

タータ ・スイッチを OF1.・後， 2分間以 1・待ってから行うこと。

-排気ガス浄化機能によ り，テール ・パイプからの排気ガスのにおいは従米のデイーゼル中.とは異なるの

・マフラから11¥てきた水には触れないこと。皮膚にH着したときは，水で十分に洗い流すこと w

-排気ガス浄化機能に;彬響をワ-えるおそれがあるため. 排気管‘ マフラの改造や尿素水タンクなどの移設は行

わないこと。

-尿紫水タンクに足を掛けたり.上に粂らないこと。版業水タ ンク，パイプやセンサ絹が破損する。

(2) 尿素水の取り扱い

-尿素水は無色透明， !!!~蓄の水溶液である 。 状iJ~によってはにおいがする場合があるが異常ではないg

-尿素水は， 身体に触れても問題はないが，体質によってはまれに炎症を起こすおそれがあるので.以トの処

世を行う ことひ

一皮膚に付着したとき は.水で洗い流す。皮膚のωぃ人などは， まれに皮膚を刺激する場合があるの
ー誤って飲んで、しまったときは‘コップ1~2杯の水x..は牛乳を飲み，直ちに医師の診断を受けることの

一自に入ったときは， すぐによ量の水で15分以上洗い流し|年師の診断を受ける ことの

・尿索;Jcが.車体やフレームなどにこぼれた場合は， さびのj京凶になるので，ふさ取ってから水で洗い流すこ

とο
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(3) 原素水を保管するとき

-尿業水は水分が蒸発しないように符器を術到し紅射日光が、1'1たらない胤通しの良い宗内などで保管する 0

・尿素水を保管する場合.保管場所の窒猟によって使用できる期間が変化する《

-尿素水は凍結しでも.浴ければt1111質に変化はないのでそのまま使川可能であるの

. W_素水を保管，携帯する場合は}ïJ~京水購入時の界梼を仙川する こと の また‘ほかの容操を悦川する場合は.

専用谷.器を準備し.水やゴミなどの異物が付着していないきれいなポリエチレン樹脂タンク (PE)又はステ

ンレス鋼の存協を使川することc

(4}尿素水を破棄するとき

尿*水jえび空手当~;を湖沼 #if域. 河川などへJ起業し ないこと。 廃棄する場合は. 都道府県知事に許可を受け

た産業l琵棄物処理.業者に受託し適切に処}II!すみことの

(5) 診断トラブル・コード(DTC)一覧

尿$，'SC1{システムの設定に伴い，尿来;SCR関連のDTCを新規設定しているα

OTC υTCの説明

民)607 rx:u 特性異常

POIiOB }¥iD変換処王朝公置異常

P0621' DCU . F:EPROM呉市

P06rJl セ ンサ.~副長系統央常

PU658 アクチュエータ供給電源系統{氏屯位

POli59 アクチコ.エータ供給I出版系統高電似

P14li2 以~水品質センサ借りー異常

PI464 DCUメイン ・リレー異常

P1166 以来.水品質センサ信号異常

1'1468 DCU 向j昆~'M'

PH91 以，K;J<.j寓庄異常

)'1493 DCUドライパim泊以常

P119C 以ぶ;J<.i.戊尽央常

1'149)) 尿素水タンク尚jBi異常

P1S6i¥ システム笛庄低TG紋

ド156B システム電J.il'3i電{占.

P2Q.1& ドージング・モジュール系統低電似

P2049 ドージング ・モジ斗-)レ系統的電位

P204B 尿京水仲.カセンサ系統特性?で花・

P2U/1C 以素水庄)Jセンサ系統{氏電位

P2040 尿業イ<1七カセンサ系統高?百{ず

P20.'i]J Jぷ素水iJfuI従センサq守・I'~I 兵常

1'206A 尿素セ ンサ信号娯常

PZOおj¥ 以ぷ)J<.サプライ ・モジ~ :.1..-)レ制御系統

一 l'却8R 尿素水ボジプ特性総常

P20双; 以ぷ水サプライ ・モジェーJレ制御系統低定位

1'2倒D 尿素水サプライ・モジ，;).ーjレ制御系統尚電付:

P20おE ドージング ・モジューJレ怜1着

ド201¥0 尿素水リ パーテ ィング・バルブ系統断線

P20A2 尿オ~Åくリ パーテイ ング・パルプ系統低電位

.P2Ui¥3 W.素水リ パーテ ィング・パルプ系統高t正佼

ド20.4.C 尿素A<サプライ・モジュールiJiHitセンサ特fl:呉常

P2UBl クーラ ント ・コン トロール・パルプ系統|餅妙、
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DTC DTCの説明

P20B3 クーラント ・コントロール ・パルプ系統低i!H立

P20s4 クーフント ・コントローJレ・パルプ系統rfsf町立

P20E8 尿~i水低圧災?古

P20E9 lぷ索A<β'j[E異常

P2202 NQxセンサ系統低地位

P2203 NQxセンサ系統<<.Y，f!U立
P2206 NOxセンサ ・ヒータ ・コントロール系統低iltf立

P2207 NOxセンサ・ヒータ ・コントロール系統路地!な

P242C ~I 気ガス j脱皮セン4)・ 3系統低~lH立

P242D 俳気ガスj員J5tセンサ3系統肖i創立
P2BA9 l反紫水品質異常

リ0100 ECMi血w.災常

U029D NOx -t!ンサ:通信総~ìit

ph
dv 

内
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